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海外情報

最近の韓国における韓牛の需給動向

調査情報部　伊澤　昌栄、山﨑　葵

１　はじめに

韓国では、2001年に牛肉輸入が自由化さ

れることを見越し、国産牛肉の市場の確保を

目指して各産地が韓牛肉のブランド化を進め

た。これにより韓牛肉は、高級牛肉としての

地位を確立し、堅調な韓牛肉価格を背景に生

産者の増頭意欲は高まった。しかし、22年

には新型コロナウイルス感染症（COVID －

19）の拡大による景気停滞などから消費者

の購買力が低下し、韓牛肉需要の減少により

価格は低下した。このため、生産者の収益性

が著しく低下し、小規模経営を中心に離農が

進行していることから、その改善は喫緊の課

題となっている。

本稿では、最近の韓牛肉の需給動向、政府

の対応策などについて報告する。

なお、本文中の為替相場は、三菱UFJリ

サーチ＆コンサルティング株式会社「月末・

月中平均の為替相場」2025年９月末TTS相

場の１ウォン＝0.1083円を使用した。

　韓国において韓牛肉は、高級牛肉としての地位を確立してきたが、長期化する景気停滞の
ため家計消費需要は伸びていない。さらに、韓牛肉の需要の伸び悩みによる卸売価格の下落
と生産コストの上昇により、韓牛生産者の収益率が著しく低下したことで小規模経営を中心に
離農が進行している。そのような中、韓牛肉は安価な輸入牛肉との価格競争にさらされている。
　韓国における韓牛を取り巻く情勢は、わが国の肉用牛生産と同様に、生産者の高齢化や、
人口減少による市場縮小、近年では物価高による需要低迷といった諸課題を抱えている。
　このため韓国では、経営対策などの生産者支援とともに、販売促進などの流通対策を実施
し、韓牛生産の安定と韓牛肉の需要拡大を目指している。

【要約】

（１）韓牛とは

韓牛は、モンゴル、中央アジアの牛が起源

という説が有力とされ、紀元前2000年頃

から農業や輸送のために役用として飼養され

てきた韓国の在来種である。朝鮮戦争後から、

プルコギをはじめとして牛肉料理が一般家庭

にも広まったことや、農業機械の普及などに

２　韓牛の飼養動向
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より、役用から食肉用として飼養されるよう

になった。

現在、韓牛は毛色で褐色（ファンウ）、

濃茶色に黒縞（チュクソ）、黒色（フクウ）、

白色（ぺクウ）の４種に大別され、韓牛の大

部分はファンウである（写真１）。

（２）大規模化が進む韓牛飼養農場

韓牛の飼養農場数の推移を見ると、2004

年の18万3982農場から、24年には７万

7910農場（04年比で57.7％減）と半数以下

にまで減少した。一方、飼養頭数の推移を見

ると、１農場当たりの飼養規模の拡大などに

より04年の147万2947頭から24年の328

万7549頭（同2.2倍）と２倍以上に増加し

た（図１）。

褐色（ファンウ）

黒色（フクウ）

濃茶色に黒縞（チュクソ）

白色（ぺクウ）
写真１　韓牛の種類

（韓牛チェックオフ管理委員会資料より抜粋）
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図１　韓牛飼養農場および飼養頭数の推移

資料：韓牛チェックオフ管理委員会「韓牛産業の主要統計」により機構作成
注１：毎年12月時点の統計。
注２：表１の各数値と誤差がある。
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地域別の飼養頭数を見ると、最も多いのは

慶
けいしょうほくどう

尚北道の73万頭、次いで全
ぜんらなんどう

羅南道の62万

頭である（図２）。

25年第１四半期末（３月末時点）の肥育

農場１農場当たりの飼養規模を見ると、20

頭未満の小規模飼養農場が全体の46.5％と

半数近くを占めているが、韓牛飼養頭数全体

では8.9％に過ぎない（表１）。一方、100

頭以上の大規模飼養農場は全体の10.2％で

あるが、韓牛飼養頭数全体の42.8％を占め

るなど、大規模農場が大宗を占めている。

飼養頭数規模 農場数（カ所） 飼養頭数（頭）
割合（％） 割合（％）

20頭未満 35,870 46.5 285,807 8.9
20 ～ 50頭未満 21,028 27.2 681,490 21.2
50 ～ 100頭未満 12,405 16.1 870,414 27.1
100頭以上 7,892 10.2 1,377,448 42.8
合計 77,195 100.0 3,215,159 100.0

表１　韓牛飼養農場の規模（2025年第１四半期末（３月末時点））

資料：韓国統計庁「畜産動向調査」により機構作成
　注：暫定値のため、図１の各数値と差異がある。

図２　韓牛の地域別飼養頭数

資料：韓国統計庁資料により機構作成
注１：2024年12月時点。
注２：飼養頭数が20万頭以上の地域を示す。
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韓国では2001年の牛肉輸入自由化以降、

韓牛肉に比べて安価な輸入牛肉が広く出回る

ようになったことに加え、1997年の通貨危

機（注１）の影響による為替安で輸入原料を多用

する飼料の価格が高騰したことを受け、小規

模農場を中心に廃業が進んだ。国際通貨基金

（IMF）による支援体制から脱却した02年以

降も引き続き小規模飼養農場を中心に廃業は

進んだが、後述する国内の牛肉消費量の伸長

により、新たな企業の参入や経営体力のある

大規模飼養農場を中心に規模の拡大が進行し

ている。

（注１）1997年１月の財閥系企業の倒産に端を発し、国債格付
の低下、さらに関連した外貨引き上げによる中央銀行の外貨準備
高不足に至り、韓国は同年11月に国際通貨基金（IMF）に救済
を要請。韓国は、同年12月にIMFからの資金支援覚書を締結し
たことで、2001年までIMF支援体制下に入った。

（３）高騰する飼料価格と下落する韓牛
肉価格で悪化する経営収支

韓牛飼養農場の経営に占める直接費割合を

見ると、もと畜費と飼料費で全体の９割弱を

占めており、2022年以降は飼料費がもと畜

費を上回って推移している（表２）。韓国で

は飼料向けを含む穀物を９割程度、輸入に依

存していることもあり、肥育経営における

直接費の中で飼料価格が占める割合が最も大

きい。飼料価格は19年までは１キログラム

当たり380ウォン（41円）前後であったも

のが、20年に入ると、中国の旺盛な飼料穀

物需要および高温や干ばつによる米国産大豆

の作柄悪化などにより、同412ウォン（45円）

に上昇した（図３）。その後、22年のロシア

によるウクライナ侵攻の影響による穀物流通

の停滞と為替安により、同561ウォン（61円）

まで高騰した。23年も為替安が継続したこ

とから578ウォン（63円）と続伸し、24年

は飼料穀物相場の下落から533ウォン（58

円）に下がったものの、依然として500ウォ

ン（54円）台と高値で推移している。

直接費
間接費 合計

もと畜費 飼料費 その他 小計
2017年 2,957,848 2,830,207 840,811 6,628,866 1,043,026 7,671,892
18年 3,423,849 2,947,631 890,031 7,261,511 1,144,883 8,406,394
19年 3,579,213 3,110,541 909,720 7,599,474 1,100,814 8,700,288
20年 4,003,024 3,271,071 921,966 8,196,061 1,132,816 9,328,877
21年 4,341,204 3,483,796 965,432 8,790,432 1,132,209 9,922,641
22年 3,973,198 4,103,152 1,065,112 9,141,462 1,195,673 10,337,135
23年 3,343,411 4,376,618 1,155,995 8,876,024 1,335,292 10,211,316
24年 3,301,712 4,113,986 1,207,747 8,623,445 1,442,894 10,066,339

表２　韓牛１頭当たりの飼養コストの推移（肥育経営）

資料：韓国統計庁「家畜生産コスト統計」
　注：間接費の内訳は人件費など。

（単位：ウォン）
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図３　韓国における肥育牛向け配合飼料価格の推移

資料：�韓国農林畜産食品部「配合飼料の生産実績と価格
統計」により機構作成
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一方、収入となる韓牛肉の全等級平均価格

を見ると、17年の１キログラム当たり１万

6052ウォン（1738円）から21年には同

１万9609ウォン（2124円）まで上昇したが、

その後下落に転じ、24年は１万4954ウォン

（1620円）となった（図４）。この要因として、

１）豪州との自由貿易協定（FTA）により豪

州産牛肉の関税率が段階的に削減され輸入量

が増加していること、２）と畜頭数の増加に

より需要を上回る流通量となった韓牛肉のう

ち、特に２等級以下の下位等級が豪州産との

価格競争にさらされたこと―が挙げられる。

等級ごとの価格変動を見ると、最上位等級

である「1++」は24年まで17年時の価格

を下回ることはなかったが、他の等級、特に

家計消費としての購入が多い「２」以下の

価格は、22年以降、17年を下回っている（表

３）。現地関係者によると、上位等級は高級

食材として贈答品需要などに支えられて価格

は比較的安定しているものの、学校給食や比

較的安価な外食向けとなる下位等級は、前述

の通り、競合する輸入牛肉の価格推移に影響

されやすいとされている（写真２）。

成牛（600kg） 等級
全等級平均

雌 雄 1++ 1+ 1 2 3
2017年  5,406  4,733  20,295  18,149  16,903  13,914  10,997  16,052 
18年  5,599  4,911  20,926  19,375  17,914  14,909  11,947  17,014 
19年  5,646  5,476  21,248  19,734  17,857  14,709  11,545  17,019 
20年  6,114  5,446  23,246  21,436  19,916  15,966  12,329  18,579 
21年  6,455  6,281  25,121  22,679  20,896  16,565  12,784  19,609 
22年  5,559  5,030  23,652  20,514  18,149  13,851  10,033  17,240 
23年  4,677  3,608  21,129  17,825  15,709  12,022  8,612  15,059 
24年  4,748  3,920  20,372  17,140  15,308  12,198  9,752  14,954 

表３　韓牛の成牛および等級別卸売価格

資料：韓牛チェックオフ管理「韓牛産業の主要統計」および韓牛協会「韓牛動向分析」により機構作成
注１：成牛価格とは、飼養農場から成牛を購入して出荷するブローカー向けの価格。
注２：等外除く肉質等級別の全国平均値。

（単位：千ウォン・ウォン/㎏）

写真２　韓牛肉の下位等級品を使用した料理（左：コムタン、右：プルコギ）
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図４　韓牛肉卸売価格の推移

資料：�韓牛チェックオフ管理「韓牛産業の主要統計」に
より機構作成

　注：全等級の平均価格。
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このように、生産コストが増加している中

で収入が減少していることから、韓牛肥育経

営の収支は悪化している。17年に韓牛出荷

１頭当たり13万3000ウォン（１万4404円）

の黒字であった収益は、韓牛肉価格高により

21年に29万2000ウォン（３万1624円）

と黒字幅が拡大した（表４）。しかし、23年

には飼料価格高と韓牛肉価格安から同142

万6000ウォン（15万4436円）の大幅赤字

になり、24年には161万4000ウォン（17

万4796円）と赤字幅が拡大している。

コラム１　韓牛肉の格付け

１�　韓牛肉を含む韓国の牛肉は、枝肉重量（歩留まり）がＡ～Ｃの３等級、品質が脂肪交雑

基準（BMS）に応じて「1++」～「３」の５等級に分けられ、これらの組み合わせで15

等級に格付けされる（格付け基準未満は等外、最上級の「1++」は日本の格付けの４等

級相当で、５等級相当の格付けはない）（コラム１－表１、写真）。

総収入
（Ａ）

生産コスト
（Ｂ）

収益
（Ａ）－（Ｂ）

2017年 7,805 7,672 133
18年 8,350 8,406 ▲57
19年 8,624 8,700 ▲76
20年 9,387 9,329 58
21年 10,215 9,923 292
22年 9,648 10,337 ▲689
23年 8,785 10,211 ▲1,426
24年 8,452 10,066 ▲1,614

表４　�韓牛生産における１頭当たり収益額�
（肥育経営）

資料：�韓牛チェックオフ管理委員会「韓牛産業の主要統計」およ
び韓国農村振興庁「2024畜産生産コスト調査結果」によ
り機構作成

注１：�収益は1000ウォン以下の四捨五入により一致しないもの
がある。

注２：生産コストにはチェックオフ賦課金を含む。

（単位：千ウォン）

コラム１－表１　韓牛を含む牛肉格付け等級

区分
肉質等級

1++ 1+ 1 2 3 等外

肉量
等級

A A1++ A1+ A1 A2 A3 －
B B1++ B1+ B1 B2 B3 －
C C1++ C1+ C1 C2 C3 －
等外 － － － － － －

資料：韓牛チェックオフ管理委員会資料により機構作成

コラム１－写真　韓牛肉売場における上位等級商品
（左：A1＋＋、中央：A1＋、右：A1）
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２�　2024年（総と畜頭数：99万412頭）の格付け等級別構成比を見ると、肉質は１等級

以上（「1++」、「1+」および「１」）が76.7％、うち最上位の「1++」が占める割合は

26.9％、肉量はＡ等級の割合が30.5％に対してＢは50.1％であることから、韓牛はB1

中心であることがうかがえる（コラム１－表２、表３）。

肥育経営の収支の悪化は、繁殖経営にも影

響が及んでいる。17年に子牛の出荷（６～

７カ月齢）１頭当たりの収益は23万4000

ウォン（２万5342円）であり、21年には、

韓牛肉価格高で飼養農場のもと牛導入意欲が

高まったことから、同56万3000ウォン

（６万973円）に拡大した（表５）。しかし、

22年には飼料価格高に加え、韓牛価格の低下

に伴う肥育経営のもと牛導入意欲の低下や小

規模飼養農場の廃業などで子牛価格が下落

し、同127万6000ウォン（13万8191円）

の赤字となった（表６）。24年の子牛価格は

持ち直したものの、依然として低い水準に

あったことで、同111万5000ウォン（12

万755円）の赤字となった。

コラム１－表２　2024年の韓牛格付け等級別構成比（肉質等級）

区分
肉質等級

1++ 1+ 1 2 3 等外
全肉質等級 26.9 25.2 24.6 16.3 6.8

資料：韓牛協会「韓牛動向分析」により機構作成

（単位：％）

コラム１－表３　2024年の韓牛格付け等級別構成比（肉量等級）

区分
肉量等級

A B C 等外
全肉量等級 30.5 50.1 19.1 0.2

資料：韓牛協会「韓牛動向分析」により機構作成

（単位：％）

総収入
（Ａ）

生産コスト
（Ｂ）

収益
（Ａ）－（Ｂ）

2017年 2,563 2,329 234
18年 2,762 2,548 214
19年 2,950 2,647 303
20年 3,184 2,667 518
21年 3,351 2,787 563
22年 2,710 3,119 ▲ 409
23年 2,143 3,420 ▲ 1,276
24年 2,241 3,356 ▲ 1,115

表５　韓牛生産における子牛１頭当たりの収益額（繁殖経営）

資料：�韓牛チェックオフ管理委員会「韓牛産業の主要統計」および韓国農村振興庁「2024畜産生産コ
スト調査結果」により機構作成

（単位：千ウォン）
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現地関係者によると、経営収支の悪化によ

る小規模飼養農場の離農は、経営体力が弱く、

資金繰りが困難になったことなどが主な要因

とされている。今後も飼料価格高と韓牛肉価

格安が継続した場合、離農が加速する恐れが

あるとされる。さらに、小規模飼養農場の

離農は韓牛だけではなく、韓豚、肉用鶏、

採卵鶏および酪農といったすべての畜産経営

に当てはまるとされている。このため、韓牛

を含むすべての畜産経営は、資金力や体力の

ある大規模飼養農場や飼料メーカー、食品製

造企業など農業への新規参入企業へ集約され

る傾向にあり、今後、さらにこうした動きが

加速するとみられる。

（１）韓牛肉の流通経路

飼養農場から出荷され、と畜された後の韓

牛肉の流通は、中間流通段階を経て消費者

へと届く（図５）。韓国農林畜産食品部

（MAFRA）によると、現在の流通経路では

飼養農場が１頭当たり960万ウォン（103

万9680円、１キログラム当たり１万6000

３　韓牛肉の流通・消費動向

子牛
４～５カ月齢 ６～７カ月齢

雌 雄 雌 雄
2017年  2,612  3,444  2,919  3,572 

18年  2,725  3,272  3,118  3,841 
19年  2,790  3,394  3,212  3,930 
20年  3,060  3,711  3,435  4,295 
21年  3,324  3,824  3,629  4,550 
22年  1,851  3,128  2,735  3,863 
23年  1,721  2,890  2,239  3,421 
24年  2,234  2,993  2,406  3,541 

表６　子牛の価格

資料：韓牛チェックオフ管理委員会「韓牛産業の主要統計」により機構作成

（単位：千ウォン）

飼養農場 と畜場 卸売市場
卸・仲卸含む

加工業者 量販店等 消費者

１頭（６００ｋｇ）

販売代金４００万ウォン

枝肉（４００ｋｇ）

販売代金

５２０万ウォン

精肉（４００ｋｇ）小売価格

・百貨店 ３０９０万ウォン

・大型量販店 ２３７０万ウォン

・精肉店 １８４３万ウォン

中間流通段階

産地商人

と畜場経由の市場出荷

６０％

産地商人への販売 ４０％

図５　韓牛肉の流通経路

資料：農林畜産食品部の公表情報などを基に機構作成
　注：全等級の平均価格。
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ウォン〈1733円〉）で出荷した韓牛（1+）

が消費者に届くときには、最も高い百貨店で

の販売額は同７万7250ウォン（8366円）、

大型量販店などを含めた小売平均では同５万

75ウォン（5423円）になるとしている。

中間流通を経て消費者の手元に届く価格が

農場出荷価格の２～３倍になる理由として、

韓牛肉（精肉）の生体に対する歩留まり率が

約４割であることに加え、流通販売付帯費用

と各段階での利益の上乗せが挙げられる。

現地関係者によると、中間流通の各段階で仕

入価格に利益率を乗じることから、韓牛出荷

価格（韓牛肉卸売価格）が下がっても小売価

格に反映されにくいとされている。消費者か

ら韓牛肉は高級食材と認識されているため、

量販店などのうち、百貨店や高所得者層が顧

客層となる精肉店などでは、卸売価格が下

がっても小売価格は変更しない傾向がある

（写真３）。

（２）韓牛肉の消費動向

韓国における韓牛肉を含む牛肉消費量は、

国民所得の向上や食の多様化などにより

1970年以降増加しており、2023年の１人

当たり消費量は14.7キログラムと、日本（同

6.1キログラム）の2.4倍となった（図６）。

現地関係者によると、韓国では辛味や濃い味

付けの料理が中心となるが、食の多様化によ

る西洋料理の普及に加え、牛肉本来の味を楽

しむ調理方法などに変化してきたことで牛肉

消費が増加したとされている。

写真３　百貨店の韓牛肉売場（左：贈答用、右：ステーキ用）
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図６　韓国における１人当たりの牛肉消費量の推移

資料：�農林畜産食品部「食料農村地域主要統計」により機構
作成
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韓牛肉消費量が増加した理由として、

秋
チュソク

夕（注２）や旧正月といった季節行事で

MAFRAや農協（NH）、チェックオフ組織で

ある韓牛チェックオフ管理委員会（HB）（注３）、

生産者団体の韓牛協会（HA）などが量販店

などと連携し、消費者が購入しやすい割引販

売のための支援を積極的に行ってきたことが

挙げられる。韓牛肉販売支援の財源は、HB

のチェックオフ資金のほか、農協などによる

販売支援金が充てられており、このうちHBに

よる支援対象は農協系を含む大型量販店、電

子商取引（EC）サイトなどで販売される韓牛

肉となっている。HBはこのような販売支援と

ともに、周年でメディア広告や消費促進イベン

トを積極的に実施することで消費拡大に寄与し

ている。なお、韓国では主要品目ごとにチェッ

クオフ（注４）組織があり、韓牛ではHBが国内外

で積極的に宣伝広告を実施している（図７）。

コラム２　韓国における部位別流通の始まり

　1970年代まで、韓国では牛肉、豚肉ともに部位別の活用という考え方に乏しく、部位別

にカットされた精肉はその部位に関係なく同一の価格で販売されていた。しかし、牛肉消費

量の増加とともに部位別のメニュー提案などがされるようになり、当時の農林水産部（現在

のMAFRA）は90年に部位別の差別化販売を許可し、部位別の流通が始まった。

　部位別の流通ニーズが高まってきた80年代、韓国畜産協同組合連合会（以下「韓畜連」

という）は、日本の公益社団法人全国食肉学校に職員を派遣して食肉加工技術者の育成を図っ

てきたが、食肉業界からは新たな国内食肉加工研修施設の設置が求められた。これを受けて

韓畜連は94年、ソウル市の可
からくどん

楽洞畜産市場に食肉加工技術学校を開設し、精肉店、流通事

業者、韓牛生産者などに対してカット技術研修を実施した。同校開設後の95年、農林水産

部によりカット技術に対する資格認証である「食肉加工技術者」が創設された。

　部位別の流通が確立されたことで、部位による差別化が図られ、特に韓牛では焼肉やステー

キ向けの部位が他の部位に比べて高価となり、脂肪交雑に優れた上位等級は高級食材として

の地位を確立した。

図７　韓牛チェックオフ管理委員会によるテレビ広告

資料：韓牛チェックオフ管理委員会ウェブサイト
　　　（https://hanwooboard.or.kr/pages/main/main.html）

https://hanwooboard.or.kr/pages/main/main.html
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消費者にとって韓牛肉は、贈答品やハレの

日に食べる高級食材という認識であったが、

HBなどの販売支援を活用した割引販売によ

り家庭内での消費意欲も高まり、韓牛肉消費

の裾野が広がった。

HBによる2023年の韓牛肉割引販売イベ

ントを見ると、２月上中旬、４月中下旬、６月

および10月上中旬を除くほとんどの時期で

実施されている（表７）。販売実績を見ると、

「韓国が韓牛肉を食べる日（注５）（10月26日～

11月５日）」（以下「韓牛肉の日」）が124億

300万ウォン（13億4324万4900円）と最

も高かった（図８）。他のイベントは、旧正

月や秋夕といった長期休暇で贈答品需要が高

まるシーズンに開催されるが、韓牛肉の日が

ある11月は、贈答品需要が高まる祝日や

イベント名 実施期間 等級 部位、用途など 割引率 販売実績�
（百万ウォン）

正月向け韓牛肉
割引販売 1/12 ～ 21 2等級以上 ロース、プルコギ、

鍋向け 25～ 30％ 6,872

韓牛肉割引販売 2/23 ～ 3/4 2等級以上 プルコギ、
鍋向け 50％ 1,992

韓牛肉（雌）
割引販売 3/25 ～ 4/5 2等級以上（雌） ロース、ヒレ、サーロイン、プルコギ、

鍋向け 50％ 1,311

家庭月間韓牛肉
割引販売 5/4 ～ 5/17 2等級以上 ロース、ヒレ、サーロイン、プルコギ、

鍋向け 30～ 50％ 4,454

夏期休暇シーズン
韓牛肉割引販売① 7/8 ～ 31 2 ～ 1+等級 ロース、ヒレ、サーロイン、プルコギ、

鍋向け 45～ 65％ 2,417

夏期休暇シーズン
韓牛肉割引販売② 8/5 ～ 23 2 ～ 1+等級 ロース、ヒレ、サーロイン、プルコギ、

鍋向け 30～ 60％ 4,021

お盆向け韓牛肉
割引販売 8/18 ～ 9/28 2 ～ 1+等級 ロース、ヒレ、サーロイン、トモバラ、プルコギ、

鍋向け 30～ 55％ 4,242

韓国が韓牛肉を
食べる日割引販売 10/26 ～ 11/5 2 ～ 1+等級 ロース、ヒレ、サーロイン、トモバラ、プルコギ、

鍋向け 30～ 60％ 12,403

年末向け韓牛肉
割引販売 11/23 ～ 12/6 2 ～ 1+等級 ロース、ヒレ、サーロイン、トモバラ、プルコギ、

鍋向け 36～ 58％ 5,052

合計 42,763

表７　韓牛肉の割引販売イベント実施状況（2023年）

資料：韓牛チェックオフ管理委員会資料により機構作成
　注：対象規格などに記載されている「プルコギ」は、プルコギ料理向けのモモやカタなどの部位を指す。

１１月１日 韓国が韓牛を食べる日

１１月１日（水）

～４日（土）

良才洞ハナロマート

内イベント会場

韓牛５０％セール 【イベント内容】

韓牛割引販売／試食＆

景品イベント／韓牛文化

公募展展示

韓牛ロース 韓牛ロイン 韓牛チャック 韓牛プルコギ、スープ用

図８　韓牛肉の日の広告

資料：韓牛チェックオフ管理委員会
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2001年の牛肉輸入自由化以降、国内の牛

肉需要の増加に合わせて牛肉輸入量も増加し

てきた。

現在、韓国の牛肉輸入は約８割が冷凍品、

約２割が冷蔵品であり、主な輸入先は米国お

よび豪州となっている（表９）。17年に34万

4721トンであった輸入量は、18年以降40

万トン台に到達し、24年は44万5728トン

と前年を1.8％下回ったものの、17年比では

29.5％増と大幅に増加した。

大きなイベントがないため、韓牛肉の家庭消

費需要が喚起され、より多くの消費者が韓牛

肉を購入したとみられる。

（注２）日本のお盆のように、家族が一堂に会して先祖の霊を弔
う日。秋夕の前後を含む３日間が祝日となっている。
（注３）「畜産生産者基金の創設および運営に関する法律」に基づ
き、韓牛の安全性向上や消費促進など、韓国の韓牛肉産業の発展
を促進するために国内畜産農家が韓牛肉出荷販売時に拠出した資
金を財源に運営されている。
（注４）各品目における国内外での消費推進活動費用について、
その費用の一部を生産者から拠出金として集める制度。
（注５）韓牛協会などが2008年、韓牛肉の消費拡大推進を目的
に毎年11月１日を韓国が韓牛肉を食べる日と制定（「牛」の文字
に「１」が三つ入っていることに着目し、11月１日とした）。

畜産物品質評価院（KAPE）が24年９月

に公表した「消費者パネル調査」によると、

秋夕の部位別需要として、ステーキ・グリル

向けの部位は増加したものの、韓国料理向け

部位が減少したとされる（表８）。ステーキ・

グ リ ル 向 け 部 位 が 増 加 し た 理 由 は、

MAFRA、農協、HBなどが実施した韓牛肉

割引販売でこれらの部位が安価に購入できた

ことなどが挙げられる。

消費者がどのように韓牛肉を購入したかを

見ると、家庭消費向けは上位順に精肉店

（24.2％）、農協や産地直売所（22.5％）、

大型量販店（19.7％）であり、贈答向けは

同 じ く 精 肉 店（35.8 ％）、ECサ イ ト

（22.6％）、農協や産地直売所（19.9％）の

順となった。贈答品向けがECサイトの購入率

が高い要因については、韓国の高いインター

ネット普及率（注６）を背景としたキャッシュレ

ス決済比率の高さ（注７）が挙げられる。

（注６）2022年の韓国のインターネット普及率は97.2％（国際
電気通信連合通信標準化部門（ITU－Ｔ）調べ。同年の日本の同
普及率は84.9％）。
（注７）2021年の韓国のキャッシュレス決済比率は95.3％（（一
般社団法人）キャッシュレス推進協議会（PJ）調べ。同年の日
本の同普及率は32.5％）。

４　下位等級の韓牛肉と競合する輸入牛肉の動向

韓国料理向け ステーキ、グリル向け
部位 部位

外バラ モモ ランプ スネ 小計 サーロイン ヒレ ザブトン 小計 合計
2024年（A） 22 14 9 13 57 37 4 3 43 100
2023年（B） 31 18 13 10 72 24 3 2 29 100
（Ａ）－（Ｂ） ▲ 9 ▲ 4 ▲ 4 3 ▲ 15 13 1 1 15 －

表８　秋夕で購入された韓牛の部位

資料：畜産物品質評価院「消費者パネル調査」により機構作成
　注：小数点以下の四捨五入により、合計が一致しないものがある。

（単位：％）
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23年以降、現地相場高に加えて米ドルに

対してウォン安で推移する為替相場の影響か

ら割高な米国産牛肉の輸入量が減少し、米国

産に比べて安価な豪州産の輸入量が増加して

いる。輸入牛肉の用途は、主に加工製品、調

理済製品、外食向けであるが、近年は牛肉需

要の高まりからステーキ用などを中心に家庭

消費向けも増加している（写真４）。

一般的な豪州産牛肉は安いもので100グ

ラム当たり3000ウォン台（325円台）と値

ごろ感のある価格で販売されているが、同じ

豪州産でもWagyuは差別化した輸入牛肉と

して韓牛肉の上位等級（1++：10000ウォ

ン台〈1083円〉～）に迫る価格（同7000ウォ

ン台〈758円〉～）で販売されている。現

地関係者によると、豪州産Wagyuが輸入さ

れた当初は、一般的な豪州産牛肉と比べて肉

質に大きな差がなかったものの、近年は脂肪

交雑の違いが鮮明になっているとされてい

る。これまで消費者にとって豪州産Wagyu

と上位等級韓牛肉は、同じ高級牛肉でも購買

目的などが異なっており、また、消費者の国

産志向が高かったことから競合するものでは

なかった。しかし、購入者層が重複している

ことに加え、積極的な豪州産Wagyuの販売

促進（写真５）などにより、今後は豪州産

Wagyuが上位等級韓牛肉にとって脅威にな

ることが危惧されている。

輸入量 国別輸入量

合計 合計
冷凍 冷蔵 米国 豪州 その他

2017年  344,271  265,665  78,606  344,271  168,502  149,935  25,834 
18年  415,685  326,531  89,154  415,685  219,769  167,454  28,462 
19年  426,626  339,240  87,386  426,626  237,624  163,158  25,844 
20年  419,469  321,646  97,823  419,469  228,686  158,293  32,490 
21年  452,792  333,412  119,381  452,792  254,874  160,117  37,801 
22年  476,754  373,723  103,031  476,754  265,464  162,084  49,206 
23年  453,921  352,754  101,168  453,921  229,751  187,940  36,230 
24年  445,728  247,166  98,562  445,728  215,162  199,221  31,345 

表９　韓国の牛肉輸入量（冷凍および冷蔵別）

資料：韓牛協会「韓牛動向分析」により機構作成
　注：小数点以下の計算の都合で合計が一致しないことがある。

（単位：トン）

写真４　量販店の輸入牛肉売場（左：豪州産、右：米国産）
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韓国は現在、メルコスール（注８）ともFTA

交渉を進めている。HBによると、メルコスー

ルとのFTA締結により、韓国の牛肉輸入量

が10～ 30％増加した場合、韓牛を含む肉

用牛経営の収益は韓国全体で6170億ウォン

（668億2110万円）～ 8858億ウォン（959

億3214万円）減少すると試算されており、

これらに対する減収対策が急務となってい

る。

（注８）南米南部共同市場：アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、
パラグアイ、ウルグアイ、ベネズエラが加盟（ただしベネズエラ
は現在資格停止中）。

（１）韓牛をめぐる課題

ア　生産農場の経営悪化

2022年のCOVID － 19拡大による景気停

滞などから韓牛肉の需要は減少し、価格の低

下により韓牛生産者の収入も減少した。また、

同年のロシアによるウクライナ侵攻や為替安

などの影響で飼料価格が高騰し、さらに飼養

中の韓牛は子牛価格が高い時に導入していた

ことから収益率は著しく低下し、経営体力の

弱い小規模飼養農場を中心に離農が進行し

た。

販売現場においても、22年後半からの銀

行貸出金利の上昇により、経営体力が低い食

肉加工業、精肉店、飲食店などの経営が悪化

した。

イ　深刻な後継者不足

韓牛などの家畜生産者は、畜産法に基づく

畜産業許可を得る必要がある。現在、繁殖経

営を含む韓牛生産者は60代が中心であり、

今後の継続的生産のためには後継者の育成、

確保が欠かせない。しかし、経営継承時の相

続税負担が大きいこと、また、若者の高学歴

化などによる都市部での就業志向などで親族

内の経営継承が難しくなってきている。さら

に、畜産環境対策など、韓牛生産への参入障

壁が高いため、他の農業品目に比べて新規就

農における若手の確保が困難になっている。

ウ　ESGへの対応

世界的なESG（注９）の流れに韓牛生産や関

連産業も対応を迫られており、このうち環境

対策は喫緊の課題となっている。

MAFRAによると、家畜排せつ物の約半分

５　韓牛をめぐる課題と政府などの対応

写真５　量販店の豪州産Wagyu売場（左）と試食販売（右）
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が有機肥料化、残りは農地に還元されている

が、宅地開発や離農などにより農地面積が減

少していることから、農地還元は限界に近い

とされている。また、環境部による「2050

年カーボンニュートラルシナリオ」、「2030

年国家温室効果ガス削減目標」は、2030年

までに畜産部門では、18年に二酸化炭素換

算で2470万トン排出されている温室効果ガ

スについて、27.1％削減することが必要と

している。

（注９）環境（Ｅ）・社会（Ｓ）・ガバナンス（Ｇ）の３要素。企
業経営などではこの３要素を意識した持続可能な経営が投資家か
ら求められている。

エ　�景気後退に起因する消費低迷と上位等級

の需要減少

現地報道によると、韓国では急激な少子高

齢化や不動産を中心とした物価上昇などに加

え、2025年に入ってからは政治的混乱や不

透明な国際情勢などで景気が後退している。

このため、暮らし向きが悪化していると感じ

る消費者が増加しているとされる。

景気後退は、韓牛肉の消費にも影響を及ぼ

している。贈答品向け需要に支えられている

上位等級の需要が大幅に減少し、25年３月

に入り「1++」等級サーロインの小売価格

が同年１月比7.8％安の６万8000ウォン

（7364円）まで値下がりした。しかし、消

費者の購買力が低下していることから、この

小売価格でも売れないとみられている。これ

に対して、消費者の節約志向により、比較的

値ごろ感がありユッケなどに使用されるモモ

などの赤身の多い部位は、家庭内消費として

の需要が高まっているとされる（写真６）。

現地報道では、韓牛肉はロイン系をはじめと

したステーキなどの焼き物向けが価格をけん

引していることから、これらの部位の需要が

回復しないと小売業界の販売環境は厳しく

なると指摘されている。これに加え、景気後

退で内需が冷え込んでいることで、外食事業

者が多くを占める20万人もの自営業者が廃

業しており、韓牛肉の主要な消費基盤が崩壊

の危機に立たされているとしている。

韓国は、高い大学進学率に起因する学習塾

などの私的教育コストの高さに対し、大学卒

業後の就職市場が狭き門になっていること

で、若年失業率がわが国以上に高くなってお

り、所得格差も増大している。加えて、わが

国以上に少子高齢化が進んでいることなどか

ら、内需の縮小傾向は景気などで一時的な回

復が見られたとしても、長期的には継続する

ものとみられる。このため、韓牛肉の継続的

生産および販売には、１）値ごろ感を訴求し

た価格でも生産コスト低減により一定の収益

を確保できるようにすること、また、２）上

位部位の高付加価値販売を目的とした海外市

場を開拓すること―が求められる。

（２）政府などの対応

ア　経営改善に向けての政府の対応

MAFRAは2024年９月、韓牛および韓牛

肉需給の安定を目的に「韓牛産業発展のため

写真６　韓牛を使用したユッケ
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25年に入り、景気後退などによる上位等

級の小売価格低落と消費低迷は解決すべき喫

緊の課題となっており、韓牛飼養では、食品

製造副産物の活用などによる飼料コストの引

き下げや長期肥育管理の改善といった生産コ

スト低減に向けた取り組みが急務となってい

る。

イ　環境課題に向けた農協による対応

韓国の農協は2021年、製鉄企業と連携し

て化石燃料の代替として牛ふんの固形燃料化

を実証（固形燃料１トン当たり二酸化炭素換

算で１万5000キロの温室効果ガスを削減可

能）し、家畜排せつ物の有効活用と二酸化炭

素排出量の削減に着手している。また、農協

の飼料販売メーカーである農協飼料は24年

10月、飼養中の韓牛から排出されるメタン

ガス排出量削減のため、韓国初のメタン排出

削減飼料（注10）を販売開始した。

（注10）有効成分は３－NOP（3-ニトロオキシプロパノール）で、
日本では24年３月の農水省農業資材審議会を経て同年11月に飼
料添加物へ指定された化学物質。

の方策」（以下「韓牛方策」という）を発表

した。韓牛方策は、短期対策と中長期対策に

大別され、短期対策は需給安定と経営安定の

２対策、中長期対策は需給安定化、生産シス

テム革新、物流コスト削減および新規市場の

創出の４対策に細分化されている（表10）。

対策 内容

短
期
対
策

需給安定
①消費者への割引販売イベントの実施
②給食や食肉加工事業者の韓牛利用促進支援

経営安定
①韓牛農家飼料購入資金（低利融資）の償還期限延長
②飼料メーカーに対する飼料価格の引き下げ要請の継続
③夏作粗飼料作物の直接支払単価の引き上げによる粗飼料供給拡大

中
長
期
対
策

需給安定化
①�出荷３年前から予想と畜頭数を算出した需給制御システムの確立と需要に合わせた飼養
頭数抑制
②未経産牛市場の育成などによる先制的需給管理の構築

生産システム革新

①�高コスト・長期育成体制の改善（30カ月齢→24～ 26カ月齢）と短期育成牛向けの韓牛
格付けの整備
②�遺伝資源解析、短期育成牛コンサルティング、スマートファームの普及促進による中長
期的な需給安定を重視した生産体制の効率化

物流コスト削減
①韓牛肉卸売価格と小売価格の連動性強化
②農協主体の韓牛肉オンライン取引および直接取引の拡大による中間コスト削減

新規市場の創出
①輸出統合組織の育成とハラール認証に基づく韓牛輸出促進
②熟成韓牛肉、加工、ケータリング市場基盤の拡大
③老朽化した食肉市場の施設運営資金支援による改修・規模拡大

表10　韓牛産業発展のための方策の概要

資料：農林畜産食品部資料により機構作成
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既述の通り、韓牛は、消費者の購買力低下、

下位等級と輸入牛肉の競合、生産コスト上昇

などにより生産者の収益性が著しく低下して

いる。このため、小規模経営を中心とした離

農はもちろん、その影響は食肉加工業などの

関連産業にも波及していることから、その改

善は喫緊の課題となっている。また、韓牛肉

卸売価格が低迷しても小売価格に反映されに

くく、贈答品以外への広まりに欠けている。

一方、消費者の食の多様化により牛肉消費

量は増加しており、本来であれば卸売価格が

安価な下位等級の韓牛肉への需要が高まると

ころであるが、小売価格に反映されにくいこ

とから、安価な輸入牛肉がその需要の受け皿

となっている。

このような中、MAFRAや生産者団体など

が販売促進などを積極的に実施してきたこと

で家庭消費意欲が高まったことに加え、EC

サイトでの販売などにより韓牛肉消費の裾野

は広がったとされる。

韓国の牛肉需要を見ると、１人当たり牛肉

消費量はわが国の2.4倍となるが、人口はわ

が国の半分以下である。供給に目を向けると、

韓牛飼養農場および飼養頭数とも、わが国の

肉用牛のそれよりも多い。また、国内消費市

場は、景気後退による購買力低下や、わが国

以上に進展する少子高齢化による縮小が見込

まれている。これら韓国における韓牛を取り

巻く課題は、わが国の和牛など肉用牛生産に

おける生産者の高齢化、人口減少と物価上昇

による消費市場の縮小といった諸課題と同じ

であり、特に、人口減少や所得格差はわが国

よりも厳しい状況に立たされている。

韓牛肉は韓国が誇る高級牛肉であり、生産

者や食に携わる人々のプライドなどはわが国

と共通するものがある。韓牛をめぐる課題に

対する生産者や政府などの今後の対応につい

て注視したい。

６　おわりに


